
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　今
年
最
後
の
議
会
広
報

2
0
4
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
の
広
報
委
員

は
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
し
た

が
、
知
恵
を
出
し
合
い
力
を

合
わ
せ
て
編
集
し
ま
し
た
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
読

者
の
皆
様
、
最
後
ま
で
読
ん

で
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。
ど
う
か
感
想
な

ど
お
寄
せ
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。

　厳
し
い
行
財
政
運
営
が
続

き
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
と

議
会
と
執
行
部
が
一
丸
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
で
き
ま

す
よ
う
に
、
今
後
も
広
報
作

り
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

佐
藤

　
　牧

編
集
後
記

編
集
委
員

　委
　
員
　
長

　佐
藤

　
　牧

　副
委
員
長

　吉
田

　耕
大

　委

　
　員

　田
中
み
つ
子

　委

　
　員

　熱
海

　文
義

　委

　
　員

　和
賀

　直
義

　委

　
　員

　若
生

　
　寛

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

12月2日㈭から
12月7日㈫まで

午前10時～

　令和２年３月定例会より、
ライブ中継と録画を動画サ
イト「YouTube（ユーチ
ューブ）」にて、配信してい
ます。右記のQRコードよ
りご覧になれます。

インタビューインタビューインタビュー
令和３年11月１日

P.２ 令和２年度決算
P.６ 22項目の意見を町当局へ提言
P.14 一般質問
P.27 追跡リポート  その後どうなった

いっぽん集中
（大郷卓球スポーツ少年団）

高橋 圭扶 さん　 わか子 さん

監督 コーチ
けいたかはし すけ こ

い
つ
か
ら
卓
球
部
は
あ
る
の
で
す
か
？

　１
９
８
５
年
︵
昭
和
60
年
︶
。

団
員
は
何
名
？

　小
学
生
11
名
、
中
学
生
8
名
で
す
。

教
え
て
い
る
と
き
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？

　子
ど
も
が
主
役
に
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
と
今
後
の
目
標
は
？

　今
年
７
月
に
小
学
生
が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

今
後
も
全
国
大
会
出
場
選
手
を
育
て
る
こ
と
と
、
町
内
で

卓
球
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
す
。

町
に
望
む
こ
と
は
？

　卓
球
台
な
ど
の
用
品
の
改
善
・
充
実
と
フ
ラ
ッ
プ
大
郷

21
な
ど
の
施
設
も
利
用
し
た
い
で
す
。

大
郷
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

28

定例会定例会
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83億8603万円
災害復旧・新型コロナ関連費

83億8603万円83億8603万円30億円増30億円増30億円増決算
一般会計令和２年度

歳出決算額比較
（一般会計分）

53億
701万円

83億
8603万円

令和２年度令和元年度

●令和元年東日本台風災害復旧 18億2496万円

●こども園、小・中学校バス運行経費 5858万円

●小・中学校GIGAスクールに係る経費 1億829万円

●小・中学校、保育園等給食費無償化補助 3486万円

●すこやか子育て医療費助成 2279万円

●強い農業担い手づくり総合支援交付金
　　（被災農業者支援型） 2億4576万円

●消防機能整備 1244万円

●特別定額給付金事業 8億457万円

主 な 事 業主 な 事 業

83億8603万円
（翌年度繰越額19億6198万円）
83億8603万円
（翌年度繰越額19億6198万円）

総務費
21億5155万円
（25.7%）

民生費
12億3661万円
（14.7%）

農林
水産業費
5億9150万円
（7.1%）

土木費
6億31万円
（7.2%）

教育費
7億9221万円
（9.4%）

災害復旧費
18億2496万円
（21.8%）

依存財源

63億4478万円

借りたお金の
返済など

生活道路維持管理費、
除融雪業務、町道補修工事、
町営住宅建設費など

農畜産業振興費、開発センター・縁の郷委託費、
多面的機能活動組織交付金など

スクールバス運行業務、
中学校トイレ洋式化、
奨学金貸付金など

高齢者・障害者福祉、
保育事業負担金、児童館
運営費、児童手当など

国や銀行から
借りたお金

予防接種、検診、ごみ処理、
公立黒川病院負担金など

町有財産管理費、特別定額給付金、
住民バス、庁舎建設基金積立金など

国・県・借入金に
頼ったお金

自主財源

26億5521万円
町で集めたお金

衛生費
4億4058万円（5.3%）

消防費
1億8801万円（2.2％）

議会費
9593万円（1.1％）

商工費
8426万円（1.0％）

公債費
3億8011万円（4.5%）

歳 出

●各種会計歳出決算額●

一　　般　　会　　計

合　　計

※1万円未満は四捨五入
（水道事業会計を除く）

会　計　別 令和２年度決算

83億8603万円

8億8228万円

10億3302万円

8093万円

2億5105万円

6739万円

5566万円

1191万円

2億4302万円

9724万円

111億  852万円

特

　別

　会

　計

水
道

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

戸別合併処理浄化槽

宅 地 分 譲 事 業

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

基金残高の推移

一般会計

20億円

25億円

35億円

30億円

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

27億662万円

26億9098万円
26億6884万円

23億7873万円

26億9098万円

30億1132万円

26億6884万円26億9098万円
27億662万円27億662万円

　令
和
３
年
第
３
回
定
例
議
会
は
、
９
月
14
日
か
ら
30
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
た
。
令
和
２
年
度
決
算
を
審
議
し
、
一
般
会
計
、
７
つ
の
特
別
会
計
お

よ
び
水
道
事
業
会
計
を
含
む
、
総
額
1
1
1
億
円
の
決
算
を
認
定
し
た
。

　ま
た
、
提
案
さ
れ
た
補
正
予
算
10
件
、
報
告
２
件
、
同
意
２
件
な
ど
の
議
案
を

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

89億9999万円89億9999万円

町税
11億6702万円
（13.0%）

繰入金
4億9480万円
　  （5.5%）

町債
11億5688万円
（12.8%）

 使用料、
  手数料など
 7億1665万円
　　 （7.9%）

地方交付税
16億5278万円
（18.4%）

国・県支出金
32億2148万円
（35.8%）

その他の依存財源
3億1364万円（3.5%）

町民税、固定資産税、
軽自動車税など

国・県からの
補助金

地方譲与税、ゴルフ場
利用税交付金など

国から交付されるお金

繰越金
2億7674万円
　 （3.1%）

歳 入
一般会計

26億6884万円

23億7873万円

30億1132万円

3 2令和３年11月
№204おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
令和３年11月

№204おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会



問

　ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
の
か
。

答
　
荒
れ
て
い
る
私
有
林
を
黒

川
森
林
組
合
と
整
備
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

窓
口
一
本
化

庁
舎
建
設
基
金
積
立

新
型
コ
ロ
ナ

拡
大
防
止
協
力
金

お
お
さ
と
地
域
振
興
公
社

中
央
公
民
館

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

ふ
れ
あ
い
号

大
学
生
等
学
業

継
続
支
援
給
付
金

バ
ス
停
の
新
設

地
域
お
こ
し
協
力
隊

粕
川
県
営
ほ
場
整
備

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

施
設
入
居
待
機
者

問

　具
体
的
な
使
い
道
は
。

答
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
、

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
等

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
確
定
申

告
の
電
子
申
請
も
可
能
と
な
る
。

問

　申
請
し
て
か
ら
振
込
さ
れ

る
ま
で
の
期
間
は
。

答
　
申
請
の
受
付
け
か
ら
振
込

む
ま
で
１
カ
月
程
度
。

　
　図
書
館
の
利
用
状
況
は
。

答
　
未
就
学
児
が
親
と
一
緒
に

来
館
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

　
　防
犯
灯
の
L
E
D
化
は
い

つ
ま
で
。

答
　
令
和
６
年
度
ま
で
に
1
0

0
％
に
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

問

　１
億
円
の
積
立
を
今
後
も

継
続
で
き
る
の
か
。

答
　
10
億
円
を
目
標
に
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
　現
金
出
納
を
会
計
課
に
集

約
す
る
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
。

答
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

第
一
に
検
討
し
て
い
く
。

問

　公
社
の
運
営
改
善
委
員
会

で
の
意
見
の
内
容
等
は
。

答
　
様
々
な
厳
し
い
意
見
も
出

て
お
り
、
そ
れ
を
運
営
に
反
映

し
て
い
く
。

問

　こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
基
本
計
画
と
測
量
設
計
を

委
託
し
て
い
る
。
令
和
５
年
頃

か
ら
着
工
予
定
。

問

　鶉
崎
︵
恵
の
丘
︶
と
羽
生

︵
杉
山
医
院
︶
に
住
民
バ
ス
の

乗
り
入
れ
を
。

答
　
離
れ
て
い
る
が
恵
の
丘
団

地
入
口
と
い
う
バ
ス
停
が
あ
る
。

杉
山
医
院
に
は
乗
り
入
れ
を
検

討
し
て
い
る
。

問

　な
ぜ
続
け
て
も
ら
え
な

か
っ
た
の
か
。

答
　
魅
力
が
あ
り
、
任
期
後
も

続
け
た
か
っ
た
が
、
現
行
の
給

料
で
は
厳
し
か
っ
た
た
め
と

伺
っ
て
い
る
。

問

　児
童
・
生
徒
一
人
一
台
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
備
と
な
っ
た

が
、
学
習
の
成
果
は
。

答
　
電
子
黒
板
を
中
心
に
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
毎
週
使
っ
て
い
る
。

双
方
向
の
授
業
内
容
に
転
換
を

図
る
。

問

　入
居
希
望
者
数
は
把
握
し

て
い
る
の
か
。

答
　
郷
和
荘
で
23
名
、
ウ
イ
ン

グ
で
21
名
、
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
で

29
名
の
方
が
入
所
待
ち
と
な
っ

て
い
る
。

問

　登
録
者
1
6
5
名
の
利
用

状
況
は
。

答
　
年
間
利
用
率
は
31
％
く
ら

い
で
あ
る
。

問

　町
外
に
出
て
学
業
に
励
ん

で
い
る
学
生
へ
の
支
援
は
。

答
　
住
民
票
が
本
町
に
あ
る
学

生
の
み
が
支
給
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な
事
業

を
す
る
場
合
に
も
う
一
度
検
討

す
る
。

一般会計・特別会計・水道事業会計決算を一般会計・特別会計・水道事業会計決算を

森
林
環
境
譲
与
税

▲タブレット活用での授業（大郷小） ▲移転された中央公民館（利用状況調査）

徹底 検証徹底 検証徹底 検証 　令和２年度の決算を審査するため、特別委
員会を設置し、延べ５日間にわたり、各課ご
とに質疑応答を行い、慎重審議・検証しまし
た。本会議では委員会審査報告の後、一般会
計及び各種会計を認定しました。熱海　文義 委員長佐 藤 　牧 副委員長

決
算
審
査

決
算
審
査

5 4令和３年11月
№204おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
令和３年11月

№204おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会



7 6

町当局へ　 項目町当局へ　 項目の令和２年度
決算 22

拡充拡充

意見を提言意見を提言

16

令和３年11月
№204おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
令和３年11月

№204おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会

答　登録件数の実績が上がらないのはなぜか。

答　ホームページの情報提供だけだったが、

今後、物件の掘り起こしとメールマガジンに

よる情報発信を行っていく。

答　住民サービスのためコンビニエンススト

ア収納を実施されたい。

答　コンビニ収納とスマホ収納は来年度開始

する。

答　旧町営住宅跡地（田布施・東沢団地）等

を今後どのように考えているのか。

答　境界確定測量後、公売する予定。

答　箱罠を常時置いておくことはできないのか。

答　電気柵や防止柵等を設置していただく。

そのほかに有効な場所に箱罠を設置する。

コンビニ収納の実施を バンク活用で定住促進を

鳥獣被害対策の強化を

公有地の有効活用を

住民サービス向上のため、収納体制、窓口

一本化の構築を図られたい。

空き地・空き家バンク制度を活用し、定住

促進を図られたい。

鳥獣被害対策実施隊等の強化を図り、被害

防止に努められたい。

公有地の有効活用を図られたい。

答　抜本的な見直しを早期にされたい。

答　スクールバスとの統合案以外はいくつか

でき上がっている。

答　前年より半減したが、今後どのように取

り組んでいくのか。

答　新たな返礼品開発と情報発信を強化して

いきたい。

返礼品の充実を

民俗資料の展示に努力を

無形文化財の伝承を

総合公共交通を早期に

ふるさと納税の返礼品の充実を図り、寄附

金の確保に努められたい。

住民バス及びふれあい号の利便性を考慮した、

総合的な公共交通体制を早期に構築されたい。

答　関係機関と連携をとりながら、交通安全対策を。

答　危険箇所について、町、県、警察署と合

同で巡視を行っている。

答　団員の報酬改善をすべきでは。

答　黒川圏域の市町村と協議し、来年度以降

取り組んでいこうと考えている。

団員の待遇改善を

事故防止の徹底を

消防団員の待遇改善と確保に努められたい。

道路の環境整備を徹底し、事故防止に努め

られたい。

問　地場産品（農産物）の利用状況は。

答　公社及び農協の協力を得ながら導入を進

めている。

問　スクールゾーン以外でも速やかに対応を。

答　スクールゾーン内は調査済み。それ以外

は申請があれば調査して補助する。

　　その後の整理の経過は。

答　展示にふさわしいものの条件整備を早め

にできるよう努力する。　

問　なかなか教職員の研修が進んでいないよ

うだが、今後どう対応していくのか。

答　令和２年度は先進地視察を行い、３年度

は教育委員会として１回研修した。

危険ブロック塀の解消を 給食に地場産品を

タブレットの有効活用を

危険ブロック塀の早期解消に向けて対策を

講じられたい。

学校給食での地場産品の消費拡大に努めら

れたい。

教職員へのタブレット研修の充実、有効活

用に努められたい。

歴史民俗資料の展示に向けた整備・整理に

努められたい。

問　コロナ禍で残業が多い。どのような対策

を講じているのか。

答　接種体制を強化し、今後やっていきたい。

問　教育の一環として伝承に取り組んでは。

答　「ふるさと学習」として取り組んだが定

着せず、今後教育の一環としては難しい。

感染症対策を万全に
無形文化財の伝承に町が主体となり、取り

組まれたい。

新型コロナウイルス感染症対策に万全を期

されたい。

問　不法投棄の巡視の回数を増やしては。

答　抑止が一番大切だと思うので、公用車で

も巡回している。

問　受診率減少の要因は。

答　新型コロナウイルス感染症の拡大が受診

控えに影響した。

受診率の向上を 民俗資料の展示に努力を 団員の待遇改善を

給食に地場産品を

受診率の向上を

不法投棄対策を

コンビニ収納の実施を バンク活用で定住促進を

鳥獣被害対策の強化を

公有地の有効活用を返礼品の充実を無形文化財の伝承を

総合公共交通を早期に

事故防止の徹底を

危険ブロック塀の解消を

タブレットの有効活用を

感染症対策を万全に

不法投棄対策を

各種検診の受診率向上に努められたい。

ごみの不法投棄対策と減量化に努められた

い。

推進

改善

推進

拡充

見直し

強化

改善

拡充

推進

改善

推進

改善

見直し

強化

改善

拡充

推進

改善

推進

改善

改善

強化

改善

改善

推進

拡充

改善

強化

改善

推進

決
算
審
査

決
算
審
査



特

　別

　会

　計

○下水道事業特別会計

○農業集落排水事業特別会計

○戸別合併処理浄化槽特別会計

災
害
復
旧
・
復
興
事
業
、
感
染
症
対
策
事
業
な
ど
、

全
て
の
事
務
事
業
に
進
捗
が
認
め
ら
れ
る

災
害
復
旧
・
復
興
事
業
、
感
染
症
対
策
事
業
な
ど
、

全
て
の
事
務
事
業
に
進
捗
が
認
め
ら
れ
る

監
査
委
員
の
意
見
︵
要
約
︶

一
般
会
計

　
令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
主
に

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
災
害
復

旧
事
業
と
し
て
、
公
共
土
木
施
設
・

農
地
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
工

事
、
合
わ
せ
て
約
1
0
0
0
カ
所

並
び
に
農
業
災
害
に
お
い
て
約

4
0
0
件
の
事
業
が
行
わ
れ
、
さ

ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
策
事
業
へ
の
取
り
組
み

が
本
格
化
し
た
。
全
て
の
事
業
が

可
能
な
限
り
遅
滞
な
く
進
捗
し
た

と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
学
生

等
学
業
継
続
支
援
給
付
金
、
特
別

定
額
給
付
金
、
５
割
増
商
品
券
発

行
事
業
、
水
道
料
金
基
本
料
の
３

カ
月
間
減
免
し
た
こ
と
等
は
町
民

へ
の
大
き
な
経
済
的
支
援
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

　
医
療
給
付
費
抑
制
に
つ
な
が
る

よ
う
健
康
指
導
等
対
策
を
講
じ
ら

れ
た
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
予
防
対

策
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

下
水
道
事
業
、
農
業
集
落

排
水
事
業
、
戸
別
合
併
処

理
浄
化
槽
特
別
会
計

　
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
及
び

町
民
の
生
活
様
式
の
改
善
の
た
め

水
洗
化
加
入
促
進
に
努
力
さ
れ
た

い
。
公
会
計
導
入
に
向
け
た
諸
準

備
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

宅
地
分
譲
事
業
特
別
会
計

　
高
崎
団
地
の
残
り
一
区
画
の
分

譲
地
完
売
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
。

中
粕
川
地
区
と
中
村
地
区
の
被
災

者
支
援
と
定
住
促
進
事
業
が
計
画

ど
お
り
早
期
に
完
了
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

水
道
事
業
会
計

　
漏
水
調
査
及
び
水
道
管
の
更
新

布
設
を
計
画
的
に
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
。

そ
の
他
改
善
及
び
要
望
す
る
点

１
．
町
税
等
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
、

収
納
成
果
を
向
上
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
不
納
欠
損
処
分
の
際
は
実
情

調
査
や
財
産
調
査
の
実
施
を
望
む
。

２
．
㈱
お
お
さ
と
地
域
振
興
公
社
の
過

年
度
返
納
金
に
つ
い
て
、
早
期
解
消

に
向
け
た
努
力
を
望
む
。

３
．
災
害
時
の
避
難
所
開
設
等
に
つ
い

て
、
適
正
な
配
置
を
望
む
。

４
．
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
税

務
課
、
地
域
整
備
課
等
の
現
金
出
納

を
会
計
課
に
集
約
す
る
体
制
の
構
築

を
。

５
．
公
会
計
導
入
に
向
け
た
備
品
台
帳

の
整
理
を
。

６
．
職
員
の
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

に
関
す
る
指
針
並
び
に
グ
ル
ー
プ

セ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
利
用
共
有

の
実
行
に
各
課
徹
底
を
図
ら
れ
た
い
。

７
．
契
約
書
の
約
款
ど
お
り
の
事
務
処

理
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。

８
．
定
額
運
用
基
金
に
お
い
て
期
首
残

高
と
決
算
期
残
高
に
差
異
が
生
じ
て

い
る
。
運
用
基
準
に
準
拠
す
る
こ
と
を

望
む
。

推進

推進

答　令和２年度では西光寺川以外の浚渫工事

の計画がなかったが。

答　今年度、西光寺川が浚渫完了予定。来年

度、安戸川の浚渫を進める予定。

答　有収率向上の努力を。

答　老朽管の更新と漏水調査に努めていく。

計画的な浚渫工事の実施を

答　どのような対応をしているのか。

答　認知症初期集中支援チームを周知すると

ともに包括支援センターと連携している。

認知症総合支援事業を周知し、介護予防の

対策を図られたい。

推進

改善 推進

推進 推進

改善

　
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
後
継
者

対
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
。
高

額
で
買
収
し
た
中
村
原
の
古
民
家
、

解
体
し
た
公
営
住
宅
の
跡
地
、
開
発

セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
が
進
ん
で
い

な
い
。
民
間
活
力
に
よ
る
財
政
健
全

化
構
想
は
実
績
が
見
当
た
ら
な
い
。

不
登
校
問
題
に
つ
い
て
も
対
策
の
成

果
が
上
が
っ
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
対

策
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
の

財
政
支
援
を
提
案
し
た
が
、
応
え
て

い
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
反
対
す

る
。

千 

葉 

勇 

治 

議
員

一
般
会
計

反
対

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
災
害
復

旧
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

大
学
生
へ
の
学
業
支
援
給
付
金
、
特

別
定
額
給
付
金
、
割
増
商
品
券
発
行

事
業
、
水
道
基
本
料
金
の
減
免
な
ど

町
民
に
対
す
る
適
切
な
事
務
事
業
を

評
価
し
認
定
に
賛
成
す
る
。

賛
成田

中
み
つ
子 

議
員

　
一
般
会
計
歳
出
で
は
、
前
年
度
よ

り
約
30
億
増
額
と
な
っ
た
。
主
に
令

和
元
年
東
日
本
台
風
の
災
害
復
旧
事

業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
策
事
業
が
本
格
化
し
た
。
ま
た
、

18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
、
学
校
給

食
費
無
償
化
、
特
別
定
額
給
付
金
、

割
増
し
商
品
券
発
行
事
業
、
水
道
料

金
基
本
料
３
か
月
免
除
な
ど
、
町
民

へ
の
大
き
な
支
援
に
つ
な
が
り
、
す

べ
て
の
事
業
が
可
能
な
限
り
遅
滞
な

く
進
ん
だ
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

吉 

田 

耕 

大 

議
員

　
す
べ
て
の
事
業
が
遅
滞
な
く
行
わ

れ
た
。
災
害
復
旧
事
業
で
は
被
災
者

に
寄
り
添
っ
た
対
応
、
知
事
等
へ
の

直
接
交
渉
、
満
額
に
近
い
予
算
の
獲

得
等
、
迅
速
な
対
応
が
被
災
者
の
信

頼
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
か
ら
賛
成
す

る
。 賛

成
賛
成高 

橋 

重 

信 

議
員

加入促進を図れ

議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）

分

　
　類

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

一般会計歳出 83億8603万円

国民健康保険歳出 8億8228万円

介護保険歳出 　10億3302万円

後期高齢者医療歳出 　8093万円

下水道事業歳出 　2億5105万円

農業集落排水事業歳出　 　6739万円

戸別合併処理浄化槽歳出 5566万円

宅地分譲事業歳出　 1191万円

水道事業 ①収益的支出：2億4302万円
 ②資本的支出：　  9724万円

決

算

認

定

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

●
○
○
○
○
○
○
●

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

●
○
●
●
○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

-
-
-
-
-
-
-
-

-

○：賛成　　●：反対　　継続：継続審査　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

介護予防の対策を
介護保険特別会計

石綿セメント管の更新と漏水調査を早期に

行い、有収率の向上に努められたい。

有収率の向上を
水道事業会計

計画的な浚渫工事の実施を

加入促進を図れ 介護予防の対策を
介護保険特別会計

有収率の向上を
水道事業会計

町内河川の浚渫工事を計画的に進められた

い。

9 8

決
算
審
査

決
算
審
査

令和３年11月
№204おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会
令和３年11月

№204おおさとおおさと
みんなの議会みんなの議会



流
域
調
査
業
務

問

　場
所
と
具
体
的
内
容
は
。

答

　石
原
地
区
、
中
在
家
橋
の

排
水
路
改
善
の
た
め
の
流
域
調

査
と
対
策
の
検
討
及
び
交
差
点

の
改
良
で
あ
る
。

た
め
池
改
修
工
事

問

　ど
の
よ
う
な
工
事
な
の
か
。

答

　遠
多
田
た
め
池
の
西
側
を

改
修
す
る
。
東
側
は
住
宅
が
あ

り
、
緊
急
性
が
あ
っ
た
た
め
、

令
和
２
年
度
で
対
応
済
み
。

赤
道
の
補
修
・
改
修

問

　道
路
補
修
の
優
先
順
位
は

ど
う
決
定
す
る
の
か
。

答

　交
通
の
支
障
等
を
関
係
課

と
協
議
し
判
断
す
る
。

大
窪
城
址
公
園
修
繕

問

　内
容
は
。

答

　公
園
内
の
最
上
部
の
階
段

と
手
す
り
の
修
繕
で
あ
る
。

バ
ス
機
器
購
入

問

　備
品
購
入
の
内
容
は
。

答

　住
民
バ
ス
冬
用
タ
イ
ヤ
及

び
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
購
入
。

そ
の
他
の
質
疑

問　内容は。

答　児童手当を支給してる非課税のひとり親

世帯に１人あたり１万円が改めて支給される。

問　町の借入金の限度額が約２倍となってい

るが。

答　工事の前倒しのため、事業費を増額して

いる。国の交付税措置で95％が支援される。

問　令和元年東日本台風による被害箇所が新

たに発見された場合はどう対応するのか。

答　災害関連の工事は終了しているが、危険

な道路の損壊発見時は緊急時対応で処理する。

中粕川宅地造成事業中粕川宅地造成事業ひとり親家庭支援金町道除融雪業務 ひとり親家庭支援金町道除融雪業務 町道補修・改良工事町道補修・改良工事 60
万円

中粕川宅地造成事業に

今回の主な

め  だ  ま

補正予算

９月定例会補正予算

一般会計と７特別会計及び水道事業会計の補正予算が提案され、可決されました。

（第５号）

（第６号）

　一般会計補正予算（第５号）は２億8903万4000円及び（第６号）は3938万8000円を

追加し、歳入歳出それぞれ55億9376万6000円となりました。

問　協力金の内容は。

答　８月20日から10月１日までの営業時間短縮

に全面協力した飲食店15件の協力金である。受

付後、約３週間で支払う。

問　交付金の内容は。

答　７月から12月までの期間、20％以上売り上

げが減少した事業者に１件当たり14万円の交付

金である。受付後、約３週間で支払う。

問　この事業をなぜ行うのか。

答　昭和52年までの蛍光灯器具にPCBが使

用されているものがある。令和５年３月まで

に処理する必要がある。

問　工事完了の予定は。

答　令和４年３月末までに完了予定である。

PCB安定器調査業務PCB安定器調査業務

6486
万円

5009
万円

9609
万円

希望の丘屋根外壁
塗装工事等

希望の丘屋根外壁
塗装工事等

805
万円

2億594
万円

2億594万円
公共施設の照明器具安定器の

ＰＣＢ調査

コロナ禍により経済的に厳しい
ひとり親家庭への支援金

コロナ感染症拡大防止協力金　2185万円 事業継続支援交付金　1400万円

新型コロナ関連費に3939万円

定
例
会

定
例
会
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定
例
会

議案採決結果一覧表
石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

議　　　　案　　　　名
（略　称）

分

　
　類

報告のみ

無記名投票

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

●

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

同意

同意

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

健全化判断比率について

資金不足比率について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部改正

一般会計（第5号） 55億5438万円（2億8903万円↑）

一般会計（第6号） 55億9377万円（3939万円↑）

国民健康保険（第1号） 8億9908万円（341万円↑）

介護保険（第1号） 10億6983万円（999万円↑）

後期高齢者医療（第1号） 8350万円（47万円↑）

下水道事業（第1号） 2億5444万円（535万円↑）

農業集落排水事業（第1号） 5593万円（175万円↑）

戸別合併処理浄化槽（第2号） 7039万円（12万円↑）

宅地分譲事業（第2号） 5億1469万円（1億7999万円↑）

報告

特

　別

　会

　計

教育委員会委員（高橋　幸也 氏）

監査委員（雫石　顕 氏）

個人情報保護条例の一部改正

同意

手数料徴収条例の一部改正

財産の取得について

議

案

補

正

予

算

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

教
育
委
員
会
委
員

　教
育
委
員
会
委
員
に
高
橋
幸
也
氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

︵
任
期
：
令
和
３
年

12
月
１
日
か
ら
４
年
間
︶

監
査
委
員
の
選
任

　監
査
委
員
に
雫
石
顕
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
賛
成
多
数
で
同
意
し
ま
し

た
。

︵
任
期
：
令
和
３
年

11
月
２
日
か
ら
４
年
間
︶

人
事
案
件

たかはし ゆき や

高橋　幸也 氏
しずくいし けん

雫 石  　顕 氏

一般議案

９月定例会一般議案

　一般議案は条例の改正３件、財産の取得１件、同意２件に

ついて審議し、原案のとおり可決しました。

中粕川地区復興まちづくり
嵩上げ宅地分用地取得

議案第45号 個人情報保護条例の一部改正
 「行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律」の改正により、引用文言と引用条文の条ずれを改正するもの。

議案第46号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に関する条例の一部改正
　番号法の改正により、引用条文の条ずれを改正するもの。

議案第47号 手数料徴収条例の一部改正
 法律の改正による地方公共団体情報システム機構がマイナンバーカードの

発行手数料を徴収することができるとされたため、引用条項の削除及び条ず

れを改正するもの。

︻
議
案
第
48
号
︼

財
産
の
取
得

 

中
粕
川
地
区
に
復
興
ま
ち
づ
く

り
事
業
︵
嵩
上
げ
宅
地
分
︶
の
事

業
用
地
と
し
て
、
8
8
1
5
・
9

8
㎡
を
3
9
5
8
万
4
5
8
3
円

で
取
得
す
る
も
の
。

問

　土
地
の
種
類
が
宅
地
と
畑
と

雑
種
地
、
基
準
単
価
は
ど
こ
か
ら

出
し
て
い
る
の
か
。

答

　農
地
、
雑
種
地
は
町
で
定
め

て
い
る
基
準
が
あ
る
。
宅
地
は
不

動
産
鑑
定
を
行
っ
た
結
果
を
基
に

町
で
決
定
し
て
い
る
。

問

　地
権
者
の
同
意
は
得
ら
れ
て

い
る
の
か
。

答

　全
て
整
い
仮
契
約
ま
で
終
わ

っ
て
い
る
。

中粕川地区復興まちづくり

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充
実を求める意見書（案）

水道事業会計（第1号）
①収益的支出：2億3323万円（72万円↑）
②資本的支出：2億8968万円（1820万円↑）

議 発
第1号

　９
月
26
日
︵
日
︶
に
旧
粕
川
小
学
校
跡
地
に
お
い

て
、
中
粕
川
住
民
及
び
関
係
者
の
同
席
の
も
と
、
国

と
町
と
の
合
同
着
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

粕
川
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り

堤
防
復
旧
合
同
着
工
式

粕
川
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り

堤
防
復
旧
合
同
着
工
式

粕
川
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り

堤
防
復
旧
合
同
着
工
式

▲１日も早い復興を願い…
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石垣　正博 議員

田中みつ子 議員

千葉　勇治 議員

和賀　直義 議員

大友　三男 議員

高橋　重信 議員

熱海　文義 議員

まさひろいしがき

おみつおおとも

しげのぶたかはし

なおよしわ

ふみよしあつ

ゆうち じば

た こなか

が

み

P.15

P.16

P.17

P.18

P.19

P.20

P.21

質問議員 質　　問　　件　　名掲　載
ページ

1．行政のデジタル化を急げ
2．開発事業の規制強化を

1．道の駅の進入路の改善を

1．味明地区内に設置予定のバイオマス発電所建設と地元同意について
2．町内児童福祉施設におけるコロナ感染予防対策について
3．補聴器購入への助成制度創設について

1．台風災害復興後の中粕川地区「まちづくり」について
2．田中町長５期目に向かっての財政状況について
3．町長報酬について

1．町長公約について
2．希望する町民への更なるワクチン接種の円滑推進について
3．学校における感染防止対策について

1．安全通路、確保の要望
2．グローバル化する中、外国人との共生は

1．新型コロナウイルス感染対策について
2．防犯カメラについて
3．公約について

ただ

次 のペ ー ジ から一 般 質 問

14令和３年11月
№204おおさとおおさと

みんなの議会みんなの議会

問

　過
疎
・
高
齢
化
に
伴
い
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
費
も
増

加
す
る
。
よ
っ
て
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
、
費
用
削
減
は

も
と
よ
り
、
町
民
の
生
活
の
利

便
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
国
は
デ
ジ
タ
ル
化

を
強
力
に
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。

　本
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す

る
現
状
と
、
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

答

　町
長

　
　Ｄ
Ｘ
計
画
で
示

さ
れ
て
い
る
、
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
行
っ
て
い
な

い
。

 

県
内
で
同
じ
ベ
ン
ダ
ー
を
利

用
し
て
い
る
３
市
町
︵
塩
釜
市

・
山
元
町
・
大
郷
町
︶
と
県
で

昨
年
10
月
に
基
幹
系
シ
ス
テ
ム

の

　自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
化
に
関

す
る
検
討
会
を
実
施
し
た
。

問

　総
務
省
か
ら
デ
ジ
タ
ル
庁

に
変
わ
る
間
、
本
町
に
対
し
て

の
通
達
・
指
示
の
内
容
は
。

答

　総
務
課
長

　自
治
体
が
重

点
的
に
取
り
組
む
事
項
と
し
て
、

全
庁
的
な
推
進
体
制
・
外
部
人

材
の
活
用
・
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
等
。

　デ
ジ
タ
ル
社
会
構
築
に
向
け

た
、
各
施
策
に
取
り
組
む
事
。

問

　地
方
行
政
に
お
け
る
シ
ス

テ
ム
の
標
準
化
に
つ
い
て
、
基

幹
系
情
報
の
17
業
務
を
、
2
0

2
2
年
ま
で
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

答

　総
務
課
長

　総
務
省
か
ら

の
通
達
に
よ
っ
て
、
標
準
化
・

共
通
化
す
べ
き
様
式
の
レ
イ
ア

ウ
ト
等
に
つ
い
て
、
現
在
進
行

し
て
い
る
。

問

　自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
っ

て
、
本
町
の
シ
ス
テ
ム
に
係
る

経
費
が
３
割
〜
４
割
程
度
の
経

費
削
減
が
で
き
る
と
言
う
。
計

画
等
を
伺
う
。

答

　総
務
課
長

　自
治
体
ク
ラ

ウ
ド
計
画
を
進
め
て
い
る
。

問

　令
和
２
年
12
月
の
Ｄ
Ｘ
計

画
時
、
外
部
人
材
登
用
し
た
自

治
体
に
対
し
、
特
別
交
付
税
措

置
と
し
て
措
置
率
0
・
5
の
補

助
が
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、

ま
で
に
広
く
検
討
す
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に

検
討
し
た
の
か
伺
う
。

答

　町
長

　開
発
が
増
え
れ
ば
、

景
観
の
保
全
や
大
雨
時
等
の
災

害
が
危
惧
さ
れ
る
。
町
の
要
綱

は
他
自
治
体
と
比
較
し
て
も
遜

色
な
い
。

　更
な
る
規
制
強
化
に
よ
り
、

条
例
化
が
必
要
で
あ
れ
ば
対
応 

す
る
。

早
急
に
人
材
登
用
を
考
え
て
い

く
べ
き
だ
。

答

　町
長

　来
年
度
か
ら
積
極

的
に
、
外
部
登
用
を
考
え
て
い

き
た
い
。

問

　６
月
の
定
例
議
会
に
お
い

て
、
大
規
模
開
発
事
業
に
対
し

て
、
条
例
を
作
る
べ
き
で
は
と

の
質
問
に
、
町
長
は
次
の
機
会

行政のデジタル化を急げ

オンライン化の環境を整える（町長）

開
発
事
業
の
規
制
強
化
を

外
部
人
材
の
確
保
を

▲早めにマイナンバーカードの取得を

石垣　正博議
員

いし がき まさ ひろ

※２

※１

※

１

　デ
ジ
タ
ル
社
会
の
構
築
に
向
け
て
自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
各
種
施
策
。

※

２

　各
自
治
体
の
情
報
を
、
外
部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
保
有
。
複
数
の
自
治
体
で
情
報

　
　
　シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用
す
る
こ
と
。

一
般
質
問
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問
　
新
た
な
道
の
駅
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
多
く
の
観
光

業
界
に
対
し
P
R
す
べ
き
で
は
。

答
　
町
長

　約
３
年
前
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
以
降
に
作
成
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
２
種
類
が
最
近
の

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
増
刷
が

必
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
内
容
を

調
整
し
な
が
ら
更
新
し
て
い
る
。

問
　
道
路
沿
い
に
あ
る
花
壇
に

は
、
サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
等
の
明
る
い
花
を
植
え
る

べ
き
で
は
。

答
　
町
長

　道
の
駅
の
花
壇
に

つ
い
て
は
、
８
月
と
９
月
に
入

っ
て
か
ら
一
部
で
あ
る
が
花
壇

の
植
栽
を
し
て
い
る
。
今
後
も

季
節
に
合
わ
せ
て
、
来
町
い
た

だ
い
た
皆
様
が
自
然
と
笑
顔
に

な
れ
る
よ
う
な
花
や
花
木
の
植

栽
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
、
振
興
公
社
と
連
携
し
て
い

く
。

問
　
観
光
客
に
対
し
接
待
の
気

持
ち
で
花
壇
の
手
入
れ
を
。

答
　
農
政
商
工
課
長

　観
光
の

拠
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
気
持
ち
の
問
題
も

含
め
て
今
後
し
っ
か
り
対
応
い

た
だ
く
よ
う
に
町
の
ほ
う
か
ら

も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
大
郷
﹁
道
の
駅
﹂
に
観
光

バ
ス
が
楽
に
入
っ
て
こ
ら
れ
る

よ
う
入
口
を
広
く
す
る
考
え
は
。

答
　
町
長

　観
光
バ
ス
等
の
大

型
車
両
の
進
入
路
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
何
度
か
改
良
を
重
ね
、

十
分
大
型
車
両
の
進
入
・
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
も
う
一

度
総
点
検
し
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

問
　
高
速
道
路
を
降
り
て
上
下

線
に
道
の
駅
の
看
板
の
設
置
を

増
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
町
長

　主
要
道
路
の
各
所

に
案
内
板
を
設
置
し
て
い
る
。

今
後
、
町
外
か
ら
の
誘
客
も
視

野
に
入
れ
て
、
看
板
設
置
が
必

要
な
箇
所
に
つ
い
て
振
興
公
社

と
協
議
し
て
い
く
。

道の駅の進入路の改善を

総点検して検討していく（町長）

一
般
質
問
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田中みつ子
た なか こ

議
員
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地域住民・水利権者の同意を

今後は十分に説明し進める（町長）

▲発電所用地の造成工事（味明地区）

千葉　勇治議
員

ち ば ゆう じ

　
　バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
所
建
設

に
つ
い
て
、
町
開
発
指
導
要
綱

に
従
わ
ず
、
水
利
権
の
あ
る
一

部
対
象
地
区
住
民
に
説
明
・
同

意
も
な
い
ま
ま
造
成
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

答

　町
長

　用
地
造
成
に
つ
い

て
、
町
が
同
意
、
県
で
許
可
し

た
も
の
。
施
設
本
体
は
審
査
の

対
象
外
で
あ
り
、
造
成
に
関
す

る
雨
水
排
水
に
つ
い
て
は
味
明

地
区
か
ら
同
意
を
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ま
で
の
説
明
会
に
つ
い
て
、

羽
生
地
区
が
対
象
と
な
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
は
、
指
導
不
足

と
認
識
し
て
い
る
。

問

　町
の
認
可
は
令
和
3
年
1

月
、
県
の
許
可
は
令
和
3
年
3

月
で
、
町
の
認
可
は
県
よ
り
早

い
の
で
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

議
員
の
言
う
と
お
り
、
町
が
同

意
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
事
業
者

は
県
の
許
可
手
続
き
を
取
っ
て

い
る
。

問

　最
初
に
地
域
住
民
や
水
利

権
者
に
対
す
る
説
明
・
同
意
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

答

　町
長

　バ
イ
オ
ガ
ス
施
設

の
詳
細
な
設
計
が
で
き
次
第
、

関
係
地
区
︵
羽
生
・
山
崎
・
味

明
・
不
来
内
地
区
︶
を
対
象
に

十
分
な
説
明
会
を
開
き
、
４
行

政
区
と
事
業
者
、
町
と
で
環
境

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い

き
た
い
。

問

　町
内
児
童
福
祉
施
設
の
職

員
・
支
援
員
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
状
況
と
定
期
的
な
P
C

R
検
査
・
抗
原
検
査
で
保
護
者

も
幼
児
も
安
心
し
て
利
用
で
き

る
施
設
運
営
を
行
う
べ
き
で
は
。

答

　町
長

　職
員
の
９
割
近
く

が
、
２
回
の
接
種
を
終
え
て
い

る
。
定
期
的
な
検
査
に
つ
い
て

は
、
現
在
実
施
の
予
定
は
な
い
。

今
後
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
た
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

答

　町
長

　実
施
し
て
い
る
自

治
体
の
制
度
の
調
査
や
実
態
調

査
を
行
い
、
本
町
の
助
成
制
度

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問

　高
齢
者
の
社
会
参
加
や
う

つ
病
・
認
知
症
予
防
の
た
め
に

も
補
聴
器
購
入
の
助
成
制
度
創

設
を
。

地
域
住
民
・

水
利
権
者
の
同
意
を

教
職
員
に
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ・

抗
原
検
査
の
支
援
を

聴
覚
障
害
者
に
支
援
を

令和３年11月
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▶
未
来
の
た
め
に
　
大
切
な
人
の
た
め
に
感
染
予
防
を
！

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
の
現
状
と
目
標
、

進
め
方
は
。

答
　
町
長

　９
月
28
日
現
在
で

２
回
目
を
終
え
た
方
が
72
％
、

10
月
中
に
80
％
を
目
指
し
て
い

る
。
個
別
接
種
を
基
本
に
補
完

的
に
集
団
接
種
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
若
者
が
集
ま
る
場
所
に
会

場
を
設
置
し
、
予
約
な
し
で
、

そ
し
て
就
業
時
間
外
・
休
日
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
な
い
か
。

答
　
町
長

　医
療
機
関
に
て
時

間
外
、
休
日
も
設
定
し
て
い
る
。

集
団
接
種
は
、
金
曜
日
の
夜
間

及
び
土
、
日
曜
日
も
行
う
。

問
　
子
ど
も
を
感
染
か
ら
守
る

た
め
、
簡
易
抗
原
キ
ッ
ト
を
学

校
へ
配
布
し
、
迅
速
に
結
果
を

得
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

答
　
教
育
長

　プ
ラ
イ
バ
シ
ー

等
の
面
か
ら
児
童
へ
の
配
布
、

検
査
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
感
染
防
止
の
効
果
が
高
い

不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用
推
進
と

配
布
が
で
き
な
い
か
。

答
　
教
育
長

　不
織
布
マ
ス
ク

の
使
用
割
合
は
８
割
く
ら
い
あ

り
、
十
分
に
購
入
で
き
る
環
境

に
あ
る
。
配
布
は
考
え
て
な
い

が
有
効
性
に
つ
い
て
は
周
知
し

て
い
く
。

問
　
感
染
し
て
も
無
症
状
の
人

が
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
検
査

が
キ
ー
に
な
る
。
仙
台
市
、
大

崎
市
な
ど
で
２
千
円
く
ら
い
で

P
C
R
検
査
が
可
能
だ
が
、
利

用
で
き
な
い
か
。

答
　
学
校
教
育
長

　児
童
生
徒

に
検
査
は
考
え
て
い
な
い
、
先

生
方
に
は
抗
原
検
査
等
の
実
績

は
あ
る
。

問
　
７
つ
の
重
点
政
策
の
﹁
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
﹂
に

つ
い
て
、
新
た
な
施
策
は
。

答
　
町
長

　﹁
子
ど
も
の
健
康

・
子
育
て
支
援
﹂
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
た
め
、﹁
こ
ど
も
健
康

室
﹂
を
設
置
し
た
。
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
充
実
し

た
支
援
を
確
実
、
ス
ピ
ー
デ
ィ

問
　
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
ア
ッ
プ
の
た
め
、

A
L
T
を
増
員
し
、
子
ど
も
た

ち
と
の
触
れ
合
い
時
間
を
増
や

せ
な
い
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　現
状
は

考
え
て
い
な
い
。

ー
に
進
め
て
い
く
。

問
　
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改

正
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
、
男
性
も
育
児
休
暇

を
取
り
や
す
く
す
る
よ
う
庁
舎

内
で
検
討
す
べ
き
だ
。

答
　
総
務
課
長

　通
達
は
来
て

い
る
が
、
ま
だ
規
則
等
の
改
正

等
に
は
着
手
し
て
い
な
い
。

問
　
外
国
語
教
育
充
実
へ
の
取

り
組
み
は
。

答
　
町
長

　こ
ど
も
園
か
ら
中

学
校
ま
で
、
担
当
教
員
及
び
A

L
T
等
に
よ
る
指
導
充
実
に
努

め
て
い
る
。

ワクチン接種の円滑推進を

時間外、集団接種は土日実施も（町長）

和賀　直義
わ が なお よし

議
員

町
長
選
挙
の
公
約

学
校
の
感
染
防
止
対
策
は
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復興後の活気ある中粕川を

実現に向け住民と議論を重ねる（町長）

▲子・孫・玄孫の代まで定住できる中粕川を

大友　三男
おお とも みつ お

議
員

問

　復
興
事
業
は
、
中
粕
川
地

区
の
存
続
の
た
め
で
は
な
い
の

か
。

答

　復
興
定
住
推
進
課
長

　持

続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

を
目
的
と
し
て
事
業
提
案
し
て

い
る
。

問

　田
中
町
政
５
期
目
に
向
か

い
、
中
粕
川
地
区
復
興
後
の
活

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
明

確
な
計
画
を
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答

　町
長

　詳
細
な
復
興
計
画

の
中
で
、
防
災
機
能
強
化
、
補

助
整
備
事
業
な
ど
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
地
区
民
と
議
論
を

し
て
い
く
。

問

　中
粕
川
災
害
復
興
推
進
委

員
会
の
方
々
は
、
子
や
孫
、
玄

孫
の
代
ま
で
定
住
さ
せ
、
生
き

生
き
と
し
た
中
粕
川
を
作
る
と

い
う
強
い
責
任
感
を
も
っ
て
、

約
13
億
円
の
復
興
事
業
を
要
望

し
た
と
思
う
の
で
、
そ
の
思
い

に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

　町
長

　次
の
世
代
が
十
分
、

復
興
を
活
か
せ
る
よ
う
な
事
業

を
進
め
て
い
く
。

問

　町
長
４
期
目
の
事
業
執
行

に
よ
る
財
政
状
況
を
、
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答

　町
長

　財
政
不
足
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
基
金
は
増
加
し
て

い
る
。
起
債
は
台
風
19
号
災
害

復
旧
事
業
な
ど
で
増
加
し
て
い

る
が
、
交
付
税
措
置
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
財
政
上
問
題
な
い
。

問

　10
年
前
の
東
日
本
大
震
災

の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
国
か
ら

の
復
旧
復
興
事
業
の
た
め
の
補

助
金
や
寄
付
金
な
ど
で
、
一
時

的
に
基
金
が
増
え
た
も
の
で
あ

っ
て
、
町
債
は
増
加
し
て
い
る
。

将
来
の
世
代
に
負
担
を
強
い
る

こ
と
に
な
る
。
改
善
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
。

答

　財
政
課
長

　歳
入
を
増
し

な
が
ら
歳
出
を
絞
り
、
町
民
に

寄
り
添
っ
た
事
業
を
行
い
、
財

政
が
永
続
的
に
繋
が
る
よ
う
努

力
す
る
。

は
し
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
報

酬
を
町
民
の
福
祉
に
使
う
と
の

考
え
は
無
く
な
っ
た
の
か
。

答

　町
長

　報
酬
の
50
％
分
を

使
わ
な
く
て
も
、
住
民
の
福
祉

向
上
に
貢
献
で
き
る
仕
事
を
や

っ
て
い
く
。
50
％
欲
し
く
て
言

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

問

　平
成
29
年
８
月
の
町
長
選

挙
公
約
で
、
町
長
報
酬
50
％
カ

ッ
ト
し
て
も
何
の
問
題
も
無
い

の
で
、
町
民
の
福
祉
に
使
っ
て

欲
し
い
と
訴
え
て
い
た
が
、
５

期
目
に
向
い
報
酬
50
％
カ
ッ
ト

５
期
目
の
町
長
報
酬
は

財
政
の
評
価
は

一
般
質
問
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住
な
ど
に
よ
っ
て
、
文
化
や
習

慣
な
ど
が
異
な
る
方
々
も
増
え

て
い
る
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
な
ど
を
通
じ
た
、
互
い
に
暮

ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

生
活
環
境
の
整
備
、
ま
た
ト
ラ

ブ
ル
等
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
条
例
が
必
要
と
考
え
る
が
所

見
を
伺
う
。

答

　町
長
　
外
国
人
に
限
ら
ず

生
活
環
境
の
多
様
化
や
地
方
定

に
進
入
路
を
設
け
る
と
な
れ
ば

区
画
を
変
更
す
る
な
ど
、
事
業

者
の
協
力
が
不
可
欠
と
な
る
こ

と
か
ら
。
引
き
続
き
協
議
し
て

ま
い
り
た
い
。

問

　国
際
化
が
進
ん
で
お
り
、

日
本
に
数
多
く
の
外
国
人
が
来

て
お
り
、
町
内
で
も
数
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。

　国
籍
は
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う

な
職
種
・
関
連
で
来
て
、
何
人

い
る
の
か
。

答

　町
長
　
８
月
末
で
ベ
ト
ナ

ム
25
人
、
パ
キ
ス
タ
ン
24
人
、

中
国
11
人
、
12
カ
国
か
ら
合
計

90
人
が
住
民
登
録
し
て
い
る
。

在
留
資
格
は
技
能
実
習
が
全
体

の
４
割
、
職
種
は
把
握
し
て
い

な
い
。

問

　農
村
地
域
は
空
き
家
が
多

く
、
土
地
の
価
格
が
格
安
で
あ

り
、
外
国
人
が
購
入
し
て
い
る

と
聞
く
が
町
の
状
況
は
。

答

　町
長
　
空
き
地
・
空
き
家

バ
ン
ク
の
登
録
者
は
４
人
で
本

町
の
利
用
登
録
者
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

問

　文
化
も
習
慣
も
宗
教
も
違

う
移
住
者
が
増
え
て
く
る
な
ら
、

問

　粕
川
後
沢
田
畑
、
け
や
き

坂
ガ
ー
デ
ン
は
民
間
業
者
に
よ

る
開
発
工
事
、
令
和
元
年
６
月

分
譲
宅
地
29
区
画
が
完
成
、
入

居
者
は
21
世
帯
で
あ
る
。
令
和

元
年
台
風
19
号
は
吉
田
川
の
堤

防
決
壊
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
県
道
側
か
ら
の
１

カ
所
し
か
な
い
進
入
路
が
冠
水
、

内
水
が
1
・
5
ｍ
の
高
さ
と
な

り
車
両
を
閉
じ
込
め
た
。

　進
入
路
は
交
通
量
が
多
く
、

子
ど
も
の
歩
行
通
学
は
大
変
危

険
で
あ
る
と
大
和
警
察
署
の
見

解
で
あ
る
。
入
居
者
の
方
が
区

長
を
通
じ
て
団
地
の
上
部
に
も

う
１
カ
所
、
進
入
路
が
必
要
で

あ
る
と
要
望
さ
れ
て
い
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

答

　町
長
　
区
長
か
ら
の
要
望

に
よ
り
、
開
発
事
業
者
も
交
え

て
別
の
進
入
路
や
横
断
歩
道
設

置
な
ど
に
つ
い
て
解
決
策
を
模

索
し
て
き
た
。
分
譲
地
の
上
側

安  全  通  路  の  確  保  を

事業者と協議していく（町長）

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
、

外
国
人
と
の
共
生
は

一
般
質
問

▲進入路の設置を（けやき坂ガーデン）

高橋　重信
たか はし しげ のぶ

議
員
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問
　
防
犯
カ
メ
ラ
を
計
画
的
に

設
置
す
る
考
え
は
。

答
　
町
長
　
町
内
主
要
交
差
点

に
は
設
置
済
み
。
効
果
的
な
場

所
へ
の
増
設
や
よ
り
高
性
能
の

機
種
へ
の
更
新
を
検
討
す
る
。

問
　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
も

犯
罪
防
止
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
補
助
金
な
ど
の
考
え
は
。

答
　
町
長

　交
通
事
故
が
起
き

た
際
の
状
況
記
録
、
あ
お
り
運

転
対
策
、
車
上
荒
ら
し
対
策
な

ど
自
己
防
衛
的
に
寄
与
す
る
面

が
大
き
い
。
補
助
制
度
設
立
の

計
画
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た

人
た
ち
の
感
染
履
歴
な
ど
の
調

査
を
し
て
い
る
の
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

　保
健
所

か
ら
町
に
来
る
情
報
は
公
表
さ

れ
る
内
容
し
か
報
告
が
な
い
。

調
査
す
る
権
限
も
な
い
し
、
調

査
す
る
機
会
も
な
い
。

問
　
中
和
抗
体
検
査
が
で
き
る

医
療
機
関
は
ど
こ
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長

　仙
台
圏

で
５
件
、
多
賀
城
で
１
件
。

問
　
検
査
料
金
は
い
く
ら
か
。

答
　
町
長

　5
0
0
0
円
か
ら

１
万
円
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
小
・
中
学
校
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
実
施
は
。

答
　
教
育
長

　非
常
時
で
あ
っ

て
も
学
び
を
保
障
す
る
た
め
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
現
に

取
り
組
む
。

問
　
ど
う
い
う
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

パ
ー
ク
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長

　﹁
え
に
し
の
里
山

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
構
想
は
11
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
に
区

分
け
し
、
空
中
を
移
動
す
る
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
伝
っ
て
隣
の

沢
に
行
っ
た
り
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
、
一
般
的
な
キ
ャ
ン
プ

場
、
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
の
拠

点
、
自
然
を
生
か
し
た
ク
ラ
イ

ン
ガ
ル
テ
ン
、
そ
れ
か
ら
乗
馬

ク
ラ
ブ
な
ど
を
専
門
家
と
考
え

し
目
的
を
達
成
し
た
い
。
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
民
間
事
業
社
の

投
資
、
運
営
に
よ
り
進
め
て
い

き
た
い
。

て
い
く
。

問
　
ど
こ
の
土
地
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
町
長

　縁
の
郷
に
行
く
途

中
の
左
側
に
あ
る
雑
木
山
︵
旧

大
郷
牧
場
、
町
有
地
、
牧
野
組

合
所
有
地
、
私
有
地
︶
を
候
補

地
と
し
て
考
え
て
い
る
。

問
　
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
パ
ー
ク
の

財
源
は
。

答
　
町
長

　町
の
財
政
だ
け
で

事
業
は
進
め
ら
れ
な
い
。
地
方

創
生
総
合
交
付
金
な
ど
を
活
用

防犯カメラの計画的な設置を

効 果 的 な 場 所 へ の 増 設（町長）

公
約
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

パ
ー
ク
構
想
と
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策

▲防犯カメラで安全対策を

熱海　文義議
員

あつ み ふみ よし

一
般
質
問
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第５回　臨時会
７月５日（月）

臨
時
会

中村原地区宅地造成工事  
1億4300万円で契約

中村原地区宅地造成工事

︻
議
案
第
41
号
︼

工
事
請
負
契
約
の
締
結

粕
川
大
橋
添
架
管
更
新
工
事

契
約
方

　東
海
鋼
管
㈱
仙
台
営
業

所

契
約
金

　１
億
6
4
4
5
万
円

工

　期

　令
和
４
年
３
月
18
日

問

　本
町
で
、
今
回
の
工
事
条
件

資
格
を
持
っ
て
い
る
業
者
は
い
る

の
か
。

答

　本
町
に
は
い
な
い
。

︻
議
案
第
42
号
︼

工
事
請
負
契
約
の
締
結

中
村
原
地
区
宅
地
造
成
工
事

契
約
方

　㈱
高
一
建
設

契
約
金

　１
億
4
3
0
0
万
円

工

　期

　令
和
４
年
１
月
28
日

問

　工
期
を
延
長
し
な
い
よ
う
対

応
し
て
ほ
し
い
。

答

　厳
し
く
指
導
し
て
い
く
。

左
記
事
項
の
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

○
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
大
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
他
の
地
方
歳
出
に
不
合
理
な
し
わ
寄
せ
が
な

さ
れ
な
い
よ
う
、
十
分
な
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

○
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、

制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し
は
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

○
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は
拡
充
す
る
場
合
に
は
、
地
方
に
税

源
配
布
す
る
こ
と
。

【
要
旨
】

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
各
方
面
に
甚
大
な
経

済
的
・
社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
国
民
生
活
へ
の
不
安
が

続
い
て
い
る
。
地
方
財
政
は
、
来
年
度
に
お
い
て
も
巨
額
の
財
源

不
足
が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

︿
抜
粋
﹀

【
議
発
第
１
号
】 

意
見
書

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

提
案
者

　
　石
川

　壽
和
議
員

賛
成
者

　
　熱
海

　文
義
議
員

　
　
　
　
　若
生

　
　寛
議
員

　
　
　
　
　千
葉

　勇
治
議
員

　
　
　
　
　石
垣

　正
博
議
員

　
　
　
　
　赤
間

　茂
幸
議
員

▲工期内に完成を

― 

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た 

―

【
議
発
第
１
号
】 

意
見
書
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石
川
良
彦

若
生
　
寛

千
葉
勇
治

石
垣
正
博

高
橋
重
信

和
賀
直
義

石
川
壽
和

熱
海
文
義

田
中
み
つ
子

佐
藤
千
加
雄

大
友
三
男

赤
間
茂
幸

佐
藤
　
牧

吉
田
耕
大

採
決
結
果

分 類

議案審議結果一覧表

議　　　　案　　　　名
（略　称）

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

可

可

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

-

-

可

可
一般会計補正予算（第4号）

52億6534万円（76万円↑）

第５回
臨時会

第６回
臨時会

可：可決　　否：否決　　○：賛成　　●：反対　　継続：継続審査　　退：退席　　欠：欠席
※可否同数でない限り、議長（石川良彦）は採決に加わらない。

（↑）は増額、（↓）は減額

繰越明許費繰越計算書の訂正について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

専決処分の報告について

工事請負契約の締結について

報告第７号

議案第41号

議案第42号

報告第８号

議案第43号

議案第44号

報　告　の　み

報　告　の　み

臨
時
会

　一
般
会
計
補
正
予
算
75
万
7
0
0
0
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
52
億
6

5
3
4
万
4
0
0
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

︻
議
案
第
43
号
︼

工
事
請
負
契
約
の
締
結

中
粕
川
地
区
復
興
ま
ち
づ
く
り
宅
地
造
成

工
事
（
第
１
期
）

契
約
方

　寺
嶋
建
設
工
業
㈱

契
約
金

　１
億
1
9
9
0
万
円

工

　期

　令
和
４
年
３
月
18
日

問

　新
た
に
宅
地
が
欲
し
い
方
が
い
た
場

合
に
は
、
土
地
に
余
裕
は
あ
る
の
か
。

答

　防
災
避
難
緑
地
帯
を
外
し
て
、
住
宅

に
変
更
し
、
必
要
な
方
に
は
提
供
し
た
い

と
い
う
考
え
で
あ
る
。

︻
議
案
第
44
号
︼
一
般
会
計
補
正
予
算

　５
公
共
施
設
の
清
掃
業
務
に
75
万
7
0

0
0
円
を
追
加
す
る
。

問

　今
後
も
外
部
委
託
す
る
の
か
。

答

　フ
ラ
ッ
プ
大
郷
21
等
、
非
常
に
大
き

い
施
設
で
あ
る
た
め
、
２
〜
３
名
の
体
制

で
の
清
掃
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
外
部

委
託
に
な
る
。

︻
報
告
第
８
号
︼
専
決
処
分
の
報
告

令
和
２
年
度
大
郷
町
総
合
運
動
場
内
排
水

路
災
害
復
旧
工
事

契
約
金
額

　2
3
9
万
5
8
0
0
円
増

変
更
理
由

　打
込
み
途
中
で
硬
い
層
に
あ
た
り
、
工

法
を
変
更
す
る
も
の
。

第６回　臨時会
８月６日（金）

中粕川地区復興まちづくり宅地造成
1億1990万円で契約

中粕川地区復興まちづくり宅地造成

▲早期に完了を

▲災害復旧工事（Ｂ&Ｇ　野球場）
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委
員
会

議会の主な動き（7/1～9/30）

月　日

7/1

7/2

7/5

7/9

7/13

7/14

7/15

7/16

7/19

7/29

7/30

8/2

用　　　　　務

建町記念式典

広報広聴常任委員会

議員全員協議会

第６回おおさと地域振興公社に関する調査特別委員会

第５回臨時会

議会改革調査特別委員会（議会基本条例に関する調査分科会）

宮城黒川地方町村議会議長会定例議長会議

広報広聴常任委員会

総務産業常任委員会・教育民生常任委員会

議会改革調査特別委員会小委員会

宮城県町村議会議長会議員講座

北方領土返還要求県民フォーラム

宮城県民会議総会

宮城県町村議会議長会議員講座

仙台北部道路建設期成同盟会総会

第２回企業誘致に関する調査特別委員会

ドローン特区推進協議会

中村原地区宅地造成工事起工式

宮城黒川地方町村議会議長会正副議長・事務局長研修

月　日

8/4

8/6

8/23

8/31

9/3

9/7

9/13

9/14〜30

9/14

9/16

9/21

9/22

9/24

9/26

9/27

用　　　　　務

議員全員協議会

第６回臨時会

第10回議会改革調査特別委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

議員全員協議会

議会運営委員会

議会運営委員会

JA新みやぎ大郷穀類乾燥調製貯蔵施設落成式

第３回定例会

広報広聴常任委員会

議員全員協議会

秋の交通安全総ぐるみ運動

議会運営委員会

議員全員協議会

広報広聴常任委員会

粕川地区復興まちづくり・堤防復旧合同安全

祈願祭並びに合同着工式

広報広聴常任委員会

議会改革調査特別委員会議会改革調査特別委員会
７月14日　小委員会　ＩＴ化に関する調査報告
８月６日　第10回　２分科会の進捗状況について

　議会のＩＴ化に関する調査分科会及び議会基本条例に関する調査分科会

きめ細かな調査と速やかな改革をきめ細かな調査と速やかな改革を

おおさと地域振興公社に関する調査特別委員会おおさと地域振興公社に関する調査特別委員会
６月23日　第５回　令和２年度決算報告及び令和３年度における現況等について
７月５日　第６回　委員会のまとめ（中間報告）等について

公社のさらなる経営改善を公社のさらなる経営改善を

企業誘致に関する調査特別委員会企業誘致に関する調査特別委員会
７月29日　第２回　農業法人の進捗状況及びドローン特区申請の今後等について

将 来 に 活 か せ る 誘 致 を将 来 に 活 か せ る 誘 致 を
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　総
務
課
、
財
政
課
、
ま
ち
づ
く

り
政
策
課
、
復
興
定
住
推
進
課
、

税
務
課
、
農
政
商
工
課
、
地
域
整

備
課
、
会
計
課
、
農
業
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
の

所
管
に
関
す
る
事
項
の
調
査
等
を

行
い
ま
す
。

委
　員
　長

　熱
海

　文
義

副
委
員
長

　佐
藤

　
　牧

委

　
　員

　佐
藤
千
加
雄

　
　
　
　
　高
橋

　重
信

　
　
　
　
　千
葉

　勇
治

　
　
　
　
　若
生

　
　寛

　町
民
課
、
保
健
福
祉
課
、
教
育

委
員
会
の
所
管
に
関
す
る
事
項
の

調
査
等
を
行
い
ま
す
。

委
　員
　長

　和
賀

　直
義

副
委
員
長

　吉
田

　耕
大

委

　
　員

　赤
間

　茂
幸

　
　
　
　
　大
友

　三
男

　
　
　
　
　田
中
み
つ
子

　
　
　
　
　石
川

　壽
和

　
　
　
　
　石
垣

　正
博

　議
会
広
報
の
発
行
に
関
す
る
調

査
、
記
録
、
取
材
及
び
編
集
等
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
の
広
聴

に
関
す
る
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

委
　員
　長

　佐
藤

　
　牧

副
委
員
長

　吉
田

　耕
大

委

　
　員

　田
中
み
つ
子

　
　
　
　
　熱
海

　文
義

　
　
　
　
　和
賀

　直
義

　
　
　
　
　若
生

　
　寛

　議
会
の
運
営
を
円
滑
に
行
う
た

め
、
議
会
の
運
営
方
法
を
協
議
し

た
り
、
議
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
事

項
等
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
行

い
ま
す
。

委
　員
　長

　石
川

　壽
和

副
委
員
長

　石
垣

　正
博

委

　
　員

　熱
海

　文
義

　
　
　
　
　和
賀

　直
義

　
　
　
　
　千
葉

　勇
治

　
　
　
　
　若
生

　
　寛

新しい

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、

常
任
委
員
と
議
会
運
営
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、

常
任
委
員
と
議
会
運
営
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

議会構成
です
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危険ブロック塀の解消を

その後の対応と今後の計画

　大雨が予想されるときは、あらかじめ沈

砂池の浚渫や排水路の点検を行い、土砂の

流出が起きないように指導しています。

　また、道路への土砂流出が確認されたと

きは、事業者の責任において速やかに撤去

作業を行うよう指示しているところです。

　今後も立ち入り調査やパトロールを通じ

て適切に指導監督してまいります。

（議会広報189号　追跡リポートより）

自然保護条例等の制定を

　土砂採取場の沈殿池は県の開発許可に

沿った設置との説明であったが、小規模で

大雨などの際に河川への流出が懸念される。

　本町の開発指導要綱があるが制限するこ

とはできないため、開発行為により大雨な

どの自然災害や里山の景観保存を考慮し、

本町独自の自然保護条例等を制定すべきで

ある。（令和元年度予算審査意見書）

　危険ブロック塀の除却にかかる補助
は全地域を対象に継続して行っており
ます。
　また、県では学校周辺500ｍ範囲内
の対象者に定期的に訪問・通知をして
おり、町でも広報誌やホームページで
広く周知しております。引き続き、制
度活用の促進や安全管理の意識づくり
に努めてまいります。 地域整備課長

その後の対応と今後の計画

　町では県と共同でブロック塀の点検

を行っており、令和２年度までに63箇

所の点検を実施し、安全対策に努めて

きました。

　現在、県主体の危険ブロック塀の点

検範囲は、学校周辺 500ｍ範囲内となっ

ておりますが、点検範囲以外でも要望

があれば町で点検を行っていきます。

　また、「ブロック塀の点検のチェック

ポイント」を広報誌やホームページに

掲載し、地震などの災害に強い、安全

安心なまちづくりを推進してまいりま

す。

（議会広報189号　追跡リポートより）

企画財政課

第80回第80回第80回第80回

▶
県
に
よ
る
点
検

　昨年の開発事業については、小規模太陽
光発電事業の件数が増加していることから、
農業委員会等の関係部署との連携により、
案件の受付時点から指導強化と開発地の事
前確認等を行っています。
　また、土砂採取事業者に対する災害防除
及び大雨等における現地確認の徹底と災害
発生時の対応については、引き続き強く指
導してまいります。
　規制の強化や自然保護のあり方について
は、要綱改正や条例化等、各方面の意見を
参考に検討してまいります。

まちづくり政策課長

地域整備課

その後どうなった…
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【調査の概要】

　大郷小学校において、授業風景を視察

し、ＩＣＴ教育の現状についての説明を

受けた。また、ⅠCＴ環境が整備され全

児童がタブレット端末を臆することなく

操作していた。

１．西光寺川の浚渫工事を400メートルにわたり

実施しているが、西光寺川と滑川が交わった下

流付近は土砂の堆積があるので、県に工事の着

手を早急に要望すべきである。

２．味明川は統合堰の計画があるが早急に進めら

れたい。また、内水対策も県に要望すべきであ

る。

３．新堀川、鶴田川について下流部の河道掘削が

計画されているが、上流部の支障木を先行して

伐採すべきである。このことについても県に要

望すべきである。

４．河川の土砂堆積は山林の開発が原因と考えら

れる。開発許可について、昨年度都市計画マス

タープランの見直しなども実施されたことも受

け、さらなる上位計画との整合を図り本町のま

ちづくりを進められたい。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を

河
川
の
土
砂
撤
去
　
県
に
要
望
を

次回は
「交通安全対策について」
　　　　　　　　　を調査します。

次回は
「廃棄物処理の現状について」
　　　　　　　　　を調査します。

【調査の概要】

　西光寺川を視察し、その後味明川及び

新堀川を県土木事務所担当者より説明を

受けながら現場を視察した。その後、役

場において地域整備課から説明を受け調

査を行った。

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

総 務 産 業
常任委員会

教 育 民 生
常任委員会

【意見】
１．先生方のＩＣＴ教育に対する意欲の向上を図

り、学習に対する創意工夫も期待されるため、

研修会を設けるよう努められたい。

２．各家庭でもオンライン学習ができるよう、Ｉ

ＣＴ環境の把握、通信費用等の補助が必要であ

る。経済的理由による教育環境の格差は防ぐべ

きあり、早急の整備を検討されたい。

３．児童・生徒たちがどの程度理解しているのか、

その実態を把握し、授業の進むペース配分や補

佐する人手が不足していないかなどの課題があ

ると考える。宝の持ち腐れにならないように努

められたい。

４．教育委員会が小・中学教育について一貫した

教育指針で取り組んでいる中で、ＩＣＴ教育の

指針についても、もっと入り込んで連携した取

り組みに努められたい。

【意見】

7
14

▲浚渫を終えた西光寺川▲ＩＣＴ授業風景

7
14
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　今
年
最
後
の
議
会
広
報

2
0
4
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
の
広
報
委
員

は
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
し
た

が
、
知
恵
を
出
し
合
い
力
を

合
わ
せ
て
編
集
し
ま
し
た
。

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
読

者
の
皆
様
、
最
後
ま
で
読
ん

で
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。
ど
う
か
感
想
な

ど
お
寄
せ
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
す
。

　厳
し
い
行
財
政
運
営
が
続

き
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
と

議
会
と
執
行
部
が
一
丸
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
で
き
ま

す
よ
う
に
、
今
後
も
広
報
作

り
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

佐
藤

　
　牧

編
集
後
記

編
集
委
員

　委
　
員
　
長

　佐
藤

　
　牧

　副
委
員
長

　吉
田

　耕
大

　委

　
　員

　田
中
み
つ
子

　委

　
　員

　熱
海

　文
義

　委

　
　員

　和
賀

　直
義

　委

　
　員

　若
生

　
　寛

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

12月2日㈭から
12月7日㈫まで

午前10時～

　令和２年３月定例会より、
ライブ中継と録画を動画サ
イト「YouTube（ユーチ
ューブ）」にて、配信してい
ます。右記のQRコードよ
りご覧になれます。

インタビューインタビューインタビュー
令和３年11月１日

P.２ 令和２年度決算
P.６ 22項目の意見を町当局へ提言
P.14 一般質問
P.27 追跡リポート  その後どうなった

いっぽん集中
（大郷卓球スポーツ少年団）

高橋 圭扶 さん　 わか子 さん

監督 コーチ
けいたかはし すけ こ

い
つ
か
ら
卓
球
部
は
あ
る
の
で
す
か
？

　１
９
８
５
年
︵
昭
和
60
年
︶
。

団
員
は
何
名
？

　小
学
生
11
名
、
中
学
生
8
名
で
す
。

教
え
て
い
る
と
き
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？

　子
ど
も
が
主
役
に
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
と
今
後
の
目
標
は
？

　今
年
７
月
に
小
学
生
が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

今
後
も
全
国
大
会
出
場
選
手
を
育
て
る
こ
と
と
、
町
内
で

卓
球
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
す
。

町
に
望
む
こ
と
は
？

　卓
球
台
な
ど
の
用
品
の
改
善
・
充
実
と
フ
ラ
ッ
プ
大
郷

21
な
ど
の
施
設
も
利
用
し
た
い
で
す
。

大
郷
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

28

定例会定例会

町花：つつじ町花：つつじ

令和３年11月１日
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